
交換留学 定期レポート（2025 年 1 月） 

総合理工学部建築デザイン学科 

大島彩華 

 

タイでは雨季も終わり乾季に入りました。雨季の最後ではかなりの大雨も降りましたが、

今は雨も少なく涼しくなりました。日もほんの少し短くなったように感じます。もう 12 月

なのに温暖な気候なので今が何月なのか分からなくなります。四季があることで時の流れ

を把握していたことを実感します。 

 

・学生生活 

授業は期末テストを迎え 12 月上旬には 1 セメスター目が終わりました。中間とは違い、

学校全体も試験期間で忙しい雰囲気になっていました。 

私は試験がある授業は取っていなかったので、提出物をたくさん出しました。設計のクラ

スでは大きな模型を作りとても大変でした。学生たちはレーザーカットを使用して模型作

りをするなど最新の設備を駆使していました。同じ学年である 3 年生のクラスを受講しま

したがみんなとてもレベルが高く、ついていくのがやっとでした。大変でしたが同じクラス

の子に色々教えてもらいながら学ぶことができ、とても貴重な経験ができました。 

 

学校内にも学生の課題作品が置かれ、学期末の雰囲気を感じました。 

 

 

 

 

 

廊下に飾られている学生作品の模型      実習室の様子       

 

 

・日常生活 

1 セメスター目が終わり帰国する留学生達もいて、最後のタイとしてたくさん色々なとこ

ろを観光していました。私はあと半年ありますが一緒にバンコク市内の観光をしました。授

業期間は気持ち的にもあまり余裕がなく観光はあまりできていなかったので良い機会でし

た。雨季では雨や暑さが気になりあまり外を出歩く機会は多くなかったのですが、乾季にな

ったことで過ごしやすくなり楽しむことができました。 

 

 

 

図書館に飾られている学生作品 



 

 

 

 

 

 

 

 

カオサンロード         

 

 

 

タイにも慣れてきました。これからはタイの寺院や街並みなどを楽しめるようたくさん

出かけたいと思います。また、2 セメスター目では選択する授業などを変えつつ様々なこと

を学びたいです。 

水上マーケット 

船に乗って串焼きを

売りに来た様子 

 

 

ショッピングモール 

11 月頃にはクリスマスの雰囲気 


